
ホーホケキョ 白竜峡 高越山 紅竜峡

東野リキュールの本格梅酒
二人で仲よく梅酒を造り精一杯おもてなししています

梅酒蔵

東野リキュール製造場  東野 宏一

吉野川市美郷字川俣５番地５
TEL 0883-43-2216
FAX 0883-43-2212

有料広告を
募集しています

詳細は、市長公室（☎0883-22-2203、Ｆax0883-22-2244）
まで問い合わせください。

※３カ月以上継続して掲載する場合は１０％相当額を、６カ月以上継続して
　掲載する場合は２０％相当額を、それぞれの月額料金から割引します。

規格 １号広告（縦５０㎜×横８２㎜） 掲載料 月額10,000円

動ける広い部屋
ぼくらの毎日に、
サプライズ！

吉野川店 吉野川市鴨島町西麻植字麻植市56-28　TEL.0883-24-3171
●定休日 月曜・第2火曜　●営業時間 10：00～18：00（サービス入庫受付は17：30まで）
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膨
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携
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春
休
み
の
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に
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い
て
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級
・
進
学
に
備
え
て
、
目
標

を
た
て
ま
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ょ
う
。

⃝

早
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早
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を
し
て
、
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正
し
い
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活
を
送
り
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ょ

う
。
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ょ
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。

⃝
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の
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切
に
し
ま
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ょ
う
。

⃝
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ル
ー
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守
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、
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巻
き
込
ま

れ
な
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よ
う
に
、
安
全
で
楽
し

い
春
休
み
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。
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。
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★
家
庭

　
家
族
に
と
っ
て
心
安
ら
ぐ
、
楽

し
い
居
場
所
に
な
っ
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。

満開の桜が咲き誇る江川鴨島公園
　明治40（1907）年代からの吉野川改修工事のため堤防が完成し、
吉野川が江川に流れ込まなくなり広大な中州が出現した。大正２
（1913）年に藍商の家出身の実業家、筒井嘉太郎が中心となった鴨
島公園保勝会が発足し、町有志の寄付や労力提供により旧川原の荒
地が整理され、松、桜などが多数植えられ、鴨島公園は造成された。園内に療養温泉施設も造られた。
　戦後、鴨島町の財政難により、やむを得ず公園敷地を売却することになったが、昭和22（1947）年
12月に牛島村上浦出身の丸善石油（株）（現コスモ石油（株）)創業者、松村善蔵の寄付により、売却済み
の土地を買い戻すことができ、公園として永久に保存することとなった。その後、平成５（1993）年に
東四国国体が開催されるのを機に再整備が行われ、現在に至っている。
　藍蔵を模した建築物、
鴨島公民館の東側には、
松村善蔵がかつて建立し
戦争で供出され、後に再
建された鴨島出身の大僧
正、泉智等の銅像のほか、
大藍商人の北カネマン、
川真田徳三郎の石碑が建
立されている。
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日本遺産

藍のふるさと阿波
～日本中を染め上げた
　　　至高の青を訪ねて～
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